
⑪ 同
『
報
告
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
第
一
回
（
昭
和
五
年
十
一
月
十
六
日
よ

り
同
六
年
九
月
―
―
一
十
日
ま
で
）
と
第
二
回
（
昭
和
六
年
五
月
十
三
日
か
ら
同
年

十
一
月
二
十
五
日
ま
で
）
の
議
院
本
館
漆
塗
装
工
事
仕
様
書
抜
粋
に
よ
る
と
、

第
一
回
で
は
便
殿
の
彫
刻
部
の
乾
漆
施
工
、
出
入
口
扉
の
桓
の
溜
蛾
色
艶
消
塗

り
、
落
子
の
蒔
絵
（
下
塗
り
ま
で
）
、
皇
族
室
の
彫
刻
部
の
乾
漆
施
工
、
第
二

回
で
は
便
殿
出
入
口
扉
落
子
の
蒔
絵
及
び
螺
細
、
カ

ー
テ
ン
ボ
ッ
ク
ス
彫
刻
部

の
乾
漆
、
前
記
以
外
木
部
見
え
掛
り
全
部
（
四
分
一
木
共
）
の
漆
塗
り
、
天
井

決
懸
部
及
び
小
壁
四
分
一
木
の
金
粉
仕
上
げ
、
柱
其
他
全
部
の
金
粉
磨
き
仕
上

げ
、
皇
族
室
の
乾
漆
部
を
除
く
木
部
見
え
掛
り
全
部
（
四
分
一
木
共
）
の
漆
塗

り
を
施
し
た
。
こ
こ
ま
で
の
経
費
は
七
万
千
百
四
十
円
が
計
上
さ
れ
、
第
二
回

終
了
の
昭
和
六
年
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
に
完
成
さ
れ
た
。
同
『
報
告
書
』
に

は
第
三
回
漆
塗
装
工
事
と
し
て
昭
和
六
年
九
月
五
日
か
ら
十
月
二
十
九
日
ま
で

に
便
殿
、
皇
族
室
、
床
周
囲
寄
木
の
摺
漆
を
行
な
っ
た
記
録
が
あ
る
。
昭
和
六

年
八
月
、
『
汎
工
芸
』

っ
て
仕
事
を
し
て
お
り
、
柱
板
の
カ
ラ
ト
メ
ン
の
み
で
も
延
長
七
千
尺
に
あ
ま

り
、
全
部
四
部
幅
で
、
こ
れ
に
用
い
る
金
粉
だ
け
で
も
一
貫
目
を
要
し
、
漆
は

約
百
貫
目
と
き
く
、
と
報
じ
た
。

鋳
金
と
漆
工
だ
け
で
も
二
十
二
万
円
を
計
上
す
る
工
事
と
な
っ
た
。

文
部
省
図
画
講
習
会

に
一
百
余
人
の
も
の
が
、
美
術
学
校
の
工
場
と
建
設
中
の
議
事
堂
の
内
部
に
あ

一
、
時
代
は
漸
く
毛
筆
聾
勃
興
の
徽
あ
る
に
よ
り
、
此
好
機
に
於
て
毛
筆

堂
の
漆
エ
」
と
題
し
て
、
漆
工
の
部
分
に
従
属
し
て
い
る
職
人
数
だ
け
で
も
優

（
第
九
巻
第
八
号
）
は
、
「
完
成
期
に
あ
る
帝
図
新
議
事

て
便
殿
を
装
飾
す
る
を
得
た
る
は
誠
に
意
義
多
き
も
の
と
信
ず
。

昭
和
五
年
十
一
月
、
文
部
省
図
画
講
習
会
が
本
校
で
開
か
れ
た
（
発
会
式
は

五
日
）
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
九
巻
第
六
号
に
は
次
の
報
告

書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

文
部
省
講
習
會
に
到
す
る
所
感

従
来
の
講
習
會
は
漸
く
其
定
員
敷
百
二
十
名
を
上
下
す
る
に
過
ぎ
ざ
り
し

に
、
今
回
は
出
席
者
百
八
十
名
を
超
過
す
る
に
至
り
、
極
め
て
盛
況
を
呈
し

た
る
は
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
多
年
の
御
罷
験
に
因
る
内
訓
を
よ
く
墨
守
し
て

其
立
案
の
衝
に
常
り
た
る
師
範
科
主
任
平
田
〔
松
堂
〕
赦
授
の
方
針
最
も
其

時
機
を
得
た
る
と
各
講
習
者
の
よ
ぎ
理
解
あ
り
し
に
由
る
な
る
べ
し
。
今
従

束
の
講
習
と
異
な
る
新
方
針
を
列
記
す
れ
ば
次
の
如
し
。

一
、
時
代
の
要
求
が
其
何
れ
に
あ
る
か
を
洞
察
し
、

意
を
用
ゐ
た
り
。

一
に
圏
聾
の
宜
際

化
、
二
に
地
方
的
適
應
、

三
に
内
容
の
充
貨
、
四
に
面
目

一
新
と
云
ふ
事
に

一
、
従
来
は
其
期
間
約
三
分
の
二
を
講
義
に
三
分
の
一
を
質
習
に
費
し
た

る
も
、
今
回
は
三
分
の
二
を
宜
習
に
三
分
の
一
を
講
義
時
間
と
し
て
、
講
習

〔
マ
マ

〕

員
宜
際
の
要
求
に
努
む
。

聾
（
日
本
聾
と
云
ふ
は
侠
義
の
解
繹
な
る
べ
し
）
を
加
ふ
、
此
日
本
霊
の
宜

習
も
最
近
稀
れ
な
る
事
な
り
。

一、

版
甕
の
一
種
と
し
て
ニ
ッ
チ
ン
グ
を
加
へ
宜
際
の
賓
習
を
示
せ
り
。

一
、
「
闘
案
と
し
て
の
縮
聾
」
及
び
「
構
成
と
は
」
の
如
き
題
下
に
、
其

講
演
も
亦
圏
蜜
の
質
際
化
に
結
び
つ
け
得
べ
き
も
の
を
選
定
せ
り
。
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各
科
目
に
於
け
る
所
惑

0
日
本
甕
宜
習
平
田
〔
松
堂
〕
教
授
櫓
嘗

志
笙
者
六
十
人
線
描
運
筆
の
練
習
を
平
田
赦
授
自
筆
の
手
本
に
由
つ
て
指

導
し
、
次
い
で
無
木
地
硯
箱
を
材
料
と
し
て
、
其
表
面
に
胡
粉
盛
上
法
併
に

箔
押
を
試
み
て
日
本
盟
の
質
際
應
用
に
利
し
た
る
為
、
非
常
な
る
好
評
を
享

け
、
日
本
盟
も
亦
将
束
圏
霊
教
育
上
重
要
な
る
債
値
あ
る
事
を
識
ら
し
む
と

同
時
に
、
其
指
導
方
法
の
暗
示
を
典
へ
た
る
も
の
の
如
し
。

0
西
洋
聾
宜
習
和
田

〔
英
作
〕
教
授
田
邊
〔
至
]
教
授
擦
営

志
笙
者
百
人

多
敷
は
モ
デ
ル
を
使
用
す
る
人
膿
油
甕
を
描
き
、
他
は
木
炭
を
以
て
石
秤

像
を
描
出
し
、
雨
教
授
は
熱
心
各
自
の
畳
の
前
に
批
評
を
試
み
、
或
は
其
短

を
指
摘
し
て
形
を
正
し
、
日
本
聾
同
様
講
習
員
は
皆
其
懇
切
さ
に
満
足
の
意

を
表
し
た
り
。

0
ェ
ッ
チ
ソ
グ
宜
習

田
邊
〔
至
〕
教
授
撥
嘗

こ
の
講
習
は
恐
ら
く
本
邦
に
於
け
る
最
初
の
質
習
な
り
し
丈
、
豫
備
知
識

〔
マ
マ
〕

な
き
者
は
他
少
の
困
難
を
伴
ひ
た
る
も
、
梢
理
解
あ
る
者
は
極
め
て
巧
み
に

〇
圏
案
と
し
て
の
綸
甕

伊
東
〔
忠
太
〕
工
學
博
士
講
演

博
士
多
年
に
渉
る
建
築
學
上
の
蘊
奥
の
一
端
を
披
歴
せ
ら
れ
、
尚
其
箱
甕

に
造
詣
深
き
博
士
が
圏
齋
教
育
論
の
新
指
針
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
を
明
示
せ

ら
れ
、

一
同
熱
心
に
傾
聴
せ
り
。

〇
獣
州
箱
飾
史
森
田
〔
亀
之
助
〕
教
授
講
演

歌
州
の
美
術
史
を
基
調
と
し
た
る
も
の
故
、
美
術
史
の
数
授
に
営
る
圏
霊

印
刷
を
完
了
せ
り
。

志
望
者
五

0
人

赦
育
者
は
興
味
を
以
て
聴
講
せ
り
。

〇
構
成
と
は
水
谷
〔
武
彦
〕
助
教
授
講
演

こ
の
講
演
は
氏
が
獨
逸
留
學
中
親
し
く
一
學
生
と
し
て
、
濁
逸
の
パ
ウ
ハ

ウ
ス
の
教
育
組
織
と
そ
の
主
張
す
る
構
成
學
と
を
學
習
し
た
る
よ
り
獲
た
る

新
研
究
に
し
て
、
全
員
其
興
味
を
登
ゆ
る
こ
と
深
く
、
教
育
上
に
も
質
際
上

に
も
本
講
演
は
極
め
て
効
果
あ
り
し
も
の
4
如
し
。

0
文
部
省
美
術
院
展
覧
會

講
習
期
間
中
の
時
間
外
又
は
休
日
に
全
員
と
も
隈
々
之
を
観
覧
せ
り
。

0
見
學

〔高
等
工
芸
学
校
〕

東
京
市
芝
浦
東
京
工
藝
學
校
及
銀
座
伊
東
屋
に
開
催
中
の
圏
甕
手
エ
教
育

展
の
見
學
を
な
す
。

備

考

聴
講
者
は
聴
講
證
明
書
の
下
附
を
申
出
づ
る
も
の
多
か
り
し
を
以
て
、

東
京
美
術
學
校
名
義
を
以
て
證
明
書
を
下
附
す
る
こ
と
4

せ
り
。

帝
国
美
術
院
附
属
美
術
研
究
所

昭
和
一―一年
九
月
に
本
校
敷
地
内
に
建
設
の
黒
田
記
念
館

(350
頁
参
照
）

が
竣
工

し
、
美
術
研
究
所
開
設
の
た
め
に
必
要
な
備
品
、
図
書
、
写
真
等
の
研
究
資
料

が
備
え
ら
れ
、
館
内
に
黒
田
清
輝
の
遣
作
を
展
示
す
る
黒
田
子
爵
記
念
室
が
設

け
ら
れ
た
。
翌
四
年
五
月
、
黒
田
清
輝
遺
言
執
行
人
代
表
樺
山
愛
輔
は
、
こ
の

建
物
、
設
備
、
研
究
資
料
等
に
金
十
五
万
円
を
添
え
て
帝
国
美
術
院
に
寄
附
゜

同
五
年
六
月
二
十
七
日
勅
令
第
―
二
五
号
を
以
て
こ
こ
に
帝
国
美
術
院
附
属
美

術
研
究
所
（
現
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
）
が
設
置
さ
れ
、
同
年
同
月
、
本
校

校
長
正
木
直
彦
が
本
研
究
所
主
事
に
、
教
授
矢
代
幸
雄
が
所
員
（
主
任
）
に
、

⑫
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